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例    言

1 本報告書は、友部町大字橋爪字原942-21こ 所在する、橋爪遺跡 A

地点 (原遺跡)の調査報告書である。

「今回の調査は、橋爪遺跡全域の調査でなく一極部の調査である

ため、便宜上 A地点 (原遺跡)と した。」

2 調査は、稲野辺三郎氏外の宅地造成に伴 う、開発行為のため行 っ

た緊急調査である。

3 調査は、友部町教育委員会が主体 となり、萩原義照が担当 したも

ので、平成 6年 3月 10日 から15日 まで行った。

4 調査に際 しては、教育委員会社会教育課柏崎課長、同文化財担当

職員のご協力を戴いた。また町文化財保護審議会々長、同小谷・ 檜

山委員さんの積極的な応援と、稲野辺氏・ 大和田設計事務所のご奉

仕により、無事終了できましたことにたいしここに特記 し謝意を表

す。
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橋爪遺跡A地点 (原遺跡)調査報告

1 遺跡 と周辺の環境

友部町は、県のほぼ中央に位置し、北と西は低山地帯を境界として笠間市に、南

は涸沼川を隔てて岩間町に、東は平坦な農地や平地林を境にして内原町に、南東

の一部は茨城町に接し、東西約1lkm南北13kmで面積は58,73hすである。(『友部町

史』)。 また友部町は、」R常磐線・水戸線が町を横断する交通至便の地である。

そのため開発事業も急増し、振興都市として今後ますます発展が期待される。地

理的条件に意まれている。

遺跡
番号 遺  跡  名 跡
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世
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遺跡
番号 14  跡  名

跡
号
遺
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２．
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２８

２９

８０

跡

跡

跡

跡

跡

遺

跡

跡

跡

跡

曲蜘蜘曲『いい呻坤

家

五

本

下

稲

南

善

内

完

鋭

３２

３３

３４

３５

　

３６

入 94台 遺 跡
城 の 内 選 跡

術 爪 遺 跡

星 山 遺 跡

北山不動尊避跡
(石山神 )

石 山 神 遺 跡

第 2図 友部町縄文遺跡分布図 (『友部町史』)
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(1)遺跡の概観

友部町の遺跡の分布を概観してみると、涸沼川前川、涸沼川の両岸及び枝折川

の沿岸洪積世台地には、縄文遺跡や古墳時代の遺跡に複合して、弥生の遺跡も点

在している。こうした自然環境を背景として、多くの遺跡が存在している。

(2)町内の縄文遺跡

友部町内の遺跡の分布は、町史編纂室において実施した、分布調査の報告によ

ると、約36か所の縄文遺跡が確認されている。代表的な縄文遺跡として、町史は

枝折川の北側台地の柏井遺跡、小原神社周辺の小原遺跡、下市原の松崎台地遺跡

橋爪遺跡をあげている。

僧)橋爪遺跡の性格

本遺跡は、友部町大字橋爪を遺跡名とするように、涸沼川北岸台地一帯から、

常磐線両側に広がる範囲の大きい遺跡である。『友部町史』によると、遺跡の範

囲は」R常磐線の西から老人憩の家「はなさか」付近で、南側には涸沼川が広が

るその先端部までの台地が遺跡である。分布調査の結果、採集された遺物は、縄

文中期の加曽利E式や、後期の安行式土器片と石斧・石鏃の石器である。さらに

この遣跡は、城の遺跡・榎の宮遺跡・花さか遺跡とも呼ばれていたものを、まと

めて遺跡名を橋爪遺跡としたとある。

この追跡は、範囲が広いので表採遺物のみによって、遺跡の性格を把握するこ

とはできない。今回の調査のように、個人による住宅の建築に伴っての発掘調査

であり、遺跡全体からみて極めて小面積であるので、橋爪遺跡A地点とか、小字

名の原遺跡として、取り扱った方が、本調査を理解するうえで便利かと思考され

るので、本報告の標題を「橋爪遺跡A地点 (原遺跡)調査報告」とした。

調 査 の 概要

宅造に伴なう、開発予定地約2,500Hfの うち、盛土部分を除いた旧栗畑約300Hf

を調査地として実施した。

調査は、南北に5～ 7m長さで、 2mの トレンチ6本設定して開始した。その

結果第一トレンチ以外は、何等遺構は確認されなかった。第一トレンチの北東隅
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にかけて、土層の変化がみとめられ、ここから炉跡の石組が検出された。これが

本調査における、唯―の住居跡関連の遺構となった。

また覆土中から縄文土器片が多く出土し、このなかには土器片を利用して作っ

た土製円板 7点も含まれている。

《
ヽ

0      5    10m

第 4図 調査区トレンチ設定と遺構検出部

第 3図 宅地造成地と調査区
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3遺 構

(1)石 組 炉

第 1ト レンチ内北東隅の、辺縁部表上下約70cmの位置に確認されたものである。

炉の平面形は、一辺が35～45cmの方形を呈し、床面を20cmほ ど掘り込み、炉の周

囲に石で構築したもので、片面 (内側)t@平坦な石でほぼ正方形に組み込んで
いる。炉内には、暗い褐色の焼土粒子が、炉床面は焼土が堆積する。南側の炉石

は、巾30cm、 高さ10clllの砂岩で焚口を塞ぐ状態に置かれ、その炉石の下と炉外に

も焼土がみられる。

* 縄文時代の石組炉

A4卜 qx
漁

'

緻
屋外ｔこ
醐
囃
聴
嫉

屋外に1.5m

が
一

ト

キ

、
ハ

一

0            30cm

ー
1 黒褐色 (ロ ーム粒子含む)
2 明褐色 (ロ ームブロック)
3 赤褐色 (焼土粒子含む)
4 赤 土 (焼土)

第 5図 石 組 炉 実 測 図
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4 遺 物

本調査で出上した遺物は、縄文土器片・土製品・石器・石製品であるが、主とし

て第 1ト レンチ内から出上している。除土作業は、重機を利用したので、出上した

遺物を原位置的に関連づけることはできなかった。

(1)土 器

出上した土器は、縄文時代の加曽利E式期の中期後葉のものが主体で、第 1ト

レンチ内から大部分出上した。しかしそのほとんどが破片で接合復元できるもの

はなかった。器種は、深鉢形土器に推定されるものである。出上した破片はすべ

て、日縁部無文帯で、その下位に微隆起線文があり、それより下位胴部に、無節

の斜行縄文を施文したものである。また同じ日縁部無文帯の下位に微隆起線によ

る、平行的曲線 (逆 U字状)が描かれ、区画内には、縄文が充填されている。

胎上 には雲母を多く含んでいるものもある。

胴部破片についても、日縁部破片と胴器種のもので、大部分が微隆起線による

渦文で、その区画内には、斜行縄文が施されてある。

底部破片は、 6点出土したが、いづれも平底で、ナデ整形され木葉痕 1点ある。

そのほか、円筒形の把手が 2点出土した。外面に縄文を施した大形土器の把手と

みられる。

土製品は、円板 7点が第 1と第4ト レンチ内から、いづれも無孔の円板が出土

した。土製円板とは、土器片を打ち欠いた後に円形に研磨し、真ん中に孔を開け

たものもあるが、その用途については明らかでない。

10cm
1             1

第 6図  把手実測図
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(2)石  器

本調査において出上したものは、石鏃・石斧・磨石・敲石・石皿等であるが、

その数は少ない。

石鏃は、第 1ト レンチ内から発見されたもので、先端部が欠損した無茎のもの

1点である。

石斧は、打製石斧 2点出上した。磨石・敲石は合わせて 4点ほど出上したが、

これらは相互に併用し合うものが多く、各複数の機能を有しているわけで、使用

時の状況によって、あるときは磨石、または敲石として使用されたと考えられる

ので、明確に区分することは困難である。

石皿は、石組炉の床面から破損したもの 1点出土した。裏面に凹みを有してお

り凹石と兼用している。凹石の用途については、木の実類の殻割り用とか、発火

具の一種であるとかいわれているが、その用途は不明である。

0                 10Cm

―

第12図 石 皿 実 測 図
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む  す  び

今回の調査は、個人の住宅建築に伴 う開発行為 という特殊事情によ

る、緊急調査である。そのうえ調査面積 も小さく、調査期間にも制限

がある状況なので、遺跡全体の性格を把握するのは不可能に等 しく、

本調査地点を中心にした範囲での状況報告である。

前述 したように、竪穴住居跡の関連遺構である「石組炉」一基が確

認された。また縄文中期の土器破片が多 く伴出 したことによって、縄

文期の集落跡の一遺構と認められるが、橋爪遺跡の集落の主体は涸沼

川に面 した台地辺縁区域に存在すると考えられる。

いづれにしても、橋爪台地一帯には縄文時代の人々が、自然の恵み

をうけて、採取狩猟の生活を営んでいたことであろう。

とくに、「石組炉」が完全な形で検出されたことは、本調査の成果

である。

以  上
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橋凧遺跡A地点満

写 真 図 版

・ 調 査 風 景

・遅劃寺 と 遅劃勿
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写真図板

調 査 前 の 遺 跡
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トレンチ内の除土作業

除土後の トレンチ
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遺 構 の 確 認

石組炉 と遺物出土
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土 層 の 実 測
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す　麟

宴

把 手

縄文土器底部破片

鯵
土 製 円 板
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石器 (石皿・石斧・磨石・敲石・石鏃)
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